
基準不適合の内容

改善の内容

識別方法

 改 善 箇 所 説 明 図 

改善実施済車には、車台番号打刻位置付近に、No.2685のリコール対策済みステッカーを貼付する。

全車両、当該箇所のプレートをカットし、隙間を確保する。
また、当該タイヤを点検し、接触による損傷が認められるものはタイヤを新品に交換する。

粉粒体運搬セミトレーラのスプリングハンガを取り付けているプレートと内輪タイヤの隙間寸法が不適切なため、
段差乗り上げ時などに当該プレートが内側タイヤのサイドウォールに接触し、タイヤを損傷させるおそれがある。

プレート飛び出し部分をカットして、
タイヤ跳ね上げ時にも接触なきよう隙間を確保する
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